●事例から学ぶスーパービジョンの実際（演習）●
＜事例＞ 長谷川さん（女性）支援業務１年目　28歳
松原さん（女性）支援業務10年目　48歳

個人作業ノート（長谷川さんへのＳＶ）

ＧＷノート



個人作業ノート（松原さんへのＳＶ）

ＧＷノート



長谷川さんは現場で相談を担当していたが、直接支援がしたいと支援業務に配置転換を願い出て、今年度から利用者・居住者の直接支援を担当することになった。相談員としての経験を生かし、利用者・居住者の立場と視点からから支援を考え、施設サービスの質を向上させたいと精力的に仕事をこなしていた。ところが、最近何故か元気がありません。サビ管の高梨さんがそれとなく「どうしたの？」と尋ねると「支援会議で決められたことが、なかなか職員間で共有されなくて、困ってるんです。」と話し始めました。


先日も、早番で出勤し、居住者の原沢さんの起床介助をすると、彼女には夜間もオムツを使用しないことになっていたのですが、誰かがオムツを使用していました。当日の夜勤者で年配の松原さんに、この件を聞いてみると「夜間はオムツを使用する事になっていると他の職員が言っていたので、オムツを使用したんだよ。」と答えた。「へ～、夜間はオムツを使用しないんだ。そんなこといつ決まったの」と平然と言い放った。私が「先日のケア会議で決められたでしょ。」と答えると「私、出ていないから、そんなこと知らないよ」と言って足早に食堂に行ってしまった。


私は「居住者の支援を統一したいと支援会議を開催しているのに、そこで決められたことが職員間で共有されなければ、何のために会議を開いているのかわからなくなってしまいました。」と、サビ管の高梨さんに弱音を吐いてしまいました。


高梨さんは当日の夜勤者松原さんと面接をしました。夜勤の時の状況をある程度把握しましたが、高梨さんは長谷川さんに何も説明しないまま数日が過ぎました。長谷川さんが「どうしても他の支援員とうまくいかない。」と相談してきました。 サビ管業務としてスーパーバイザーの役割を担うあなたは、長谷川さんと当日の夜勤者松原さんに対してどのようなスーパーバイズを行いますか？








長谷川さんへのSVの方向性


＜長谷川さんの行動の背景となる根拠の幅を広げる＞





【方向性の確認】








【配役の決定】





【シナリオの作成】SVのステップを忘れないこと


１．相手の傍らで意識を集中して寄り添う


２．長谷川さんの気持ちにより添う


３．主となる部分をまとめて返す


４．長谷川さんの今後の方向性に関する考え方を引き出す


５．出された方向性を認め、具体的な行動を引き出す








【シナリオ】大まかに筋








松原さんへのSVの方向性


＜松原さんの行動の背景となる根拠の幅を広げる＞





【方向性の確認】








【配役の決定】





【シナリオの作成】SVのステップを忘れないこと


１．相手の傍らで意識を集中して寄り添う


２．松原さんの気持ちにより添う


３．主となる部分をまとめて返す


４．松原さんの今後の方向性に関する考え方を引き出す


５．出された方向性を認め、具体的な行動を引き出す








【シナリオ】大まかに筋











